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抄録　がん化学療法が安全かつ適正に施行されるためには、処方監査における薬剤師

の果たす役割は大きい。処方監査時には、レジメンの内容や薬剤ごとの用法用量に加え、

患者の病態・治療歴の面からも処方内容を確認することが必要である。システムの内

容や業務体制によっては、処方監査時に患者情報の確認をカルテの参照のみに頼るこ

とは安全性と効率性の双方を満足させるうえで十分とは言い難い。そこで、がん化学

療法を受けるすべての患者ごとに、投薬歴と経過を一目で参照できる手書きの投薬歴

ファイルを作成した。投薬歴ファイルを活用することにより、患者ごとの治療方針に

基づく安全・正確かつ迅速な処方監査が行えるようになり、適量投与を未然に防ぐなど、

医療事故につながる可能性を回避することができた。また、薬剤師間の情報共有が可

能になり、がん化学療法における薬剤師全体の医療安全管理に対する意識向上にもつ

ながった。
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